
 地域公共交通のマスタープランであり、原則として、全ての地方公共団体において作成が必要

 「交通空白」解消のためには、特に「葉の交通」の充実が求められるため、地域の実情に最も詳しい
市町村が地域公共交通計画を策定することは極めて重要

 県としては、市町村が地域公共交通計画の作成に積極的に取り組めるよう助言・支援を行い、「交通
空白」の解消に向けて市町村と連携して取り組んでいく

「交通空白」の解消に向けた取組みの推進 みらい企画創造部

近距離・小規模需要対応の

「葉の交通」

タクシー、デマンド交通、
ライドシェア、
シェアサイクル、
ボランティア運送 など

幹線や主要施設に繋がる

「枝の交通」
地域鉄道、幹線バス、
市町村営バス など

都市間を結ぶ

「幹の交通」
新幹線、飛行機 など

全国各地で、タクシー、乗合タクシー、日本版ライドシェアや公共ライドシェア等を地域住民や来訪者
が使えない「交通空白」の解消に向けて早急に対応していくため設置（令和６年７月16日）

 それぞれの地域事情ごとに、「移動の足」の確保に向けた取組が求められる

 制度拡充された「公共ライドシェア」や、本年４月に開始された「日本版ライドシェア」など、地域
交通を支える新しいツールなども積極的に導入し、「交通空白」を解消していく必要がある

国土交通省「交通空白」解消本部

地域公共交通計画

資料１

山形県地域公共交通計画

 現行計画期間はＲ３～７

 各市町村の区域を超えた広域
的な見地から調整

 Ｒ７は次期計画の策定作業
 次期計画（Ｒ８～12）では、

総合支庁ごとに地域別目標を
設定する予定であり、現在、
市町村と議論中


